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あらまし：前田らは，群集化する交友集団における価値をめぐった交友関係の形成過程をエージェント

ベースでモデル化し，群集化および差異化により他者と価値を共有できない孤立エージェントが生成

されることを示している．前田らのモデルをベースとした諸研究では，エージェントの構成とそこから

得られた収束状態を踏まえて様々な観点から考察されているものの，どのような過程で価値が交換さ

れ，また，どのような因果関係により孤立が生じたのかについては，可視化の観点からは十分に議論さ

れていない．そこで本研究では，前田らの基本モデルに着眼し，エージェント個々の組織化過程をアニ

メーションで可視化することを目的とする．マルチエージェントによる口コミモデルの着想を踏まえ，

前田らの基本モデルを可視化する．提案モデルを用いて，群集化および差異化により他者と価値を共有

できない孤立エージェントが生成される過程を直感的に把握できるようにする．  

キーワード：マルチエージェント，人工学級，孤立，可視化，アニメーション，口コミ 

 

 

1. はじめに 

集団の構成員の相互作用の影響を分析する工学的

手法としてマルチエージェントシミュレーションが

ある．これは実際に実験を行うことが困難な様々な

状況を模擬することができ，集団の動的な振舞いを

観察することができる．前田らは，群集化する交友

集団における価値をめぐった交友関係の形成過程を

エージェントベースでモデル化し，群集化および差

異化により他者と価値を共有できない孤立エージェ

ントが生成されることを示しており(1)，潜在的ない

じめ被害者の可能性を示唆している．中学生の年代

では価値をめぐる相互作用により交友関係が形成さ

れ，いじめ発生の背景には子供同士の相互作用が強

く影響していると考えられている．よって，価値の

相互作用という点から孤立の創発を示した前田らの

モデルは，いじめのメカニズムの解明に向けてひと

つの有用なアプローチであると考えられる． 

前田らのモデルを拡張した様々な取り組みがこれ

まで報告されている(2,3)．一方，どのような過程で価

値が交換され，また，どのような因果関係により孤

立が生じたのかについては，可視化の観点からは十

分に議論されていない．そこで本研究では，前田ら

の基本モデル(1)に着眼し，エージェント個々の組織

化過程をアニメーションで可視化することを目的と

する．マルチエージェントに基づく口コミモデルの

着想を踏まえ，前田らの基本モデルを可視化する．

提案モデルを用いて，群集化および差異化により他

者と価値を共有できない孤立エージェントが生成さ

れる過程を直感的に把握できるようにする． 

2. エージェントモデル 

ID 番号で識別された𝑛人のエージェントからなる

集合を𝑁， 𝑀種類の価値からなる集合を𝑉とする．各

エージェントは，価値集合𝑉の中から，𝑚種類(𝑚 <

𝑀)の価値を選択する．例えば，𝑖番目のエージェント

が𝜑番目の価値を選択しているときは𝑣𝑖,𝜑=1であり，

選択していないときは𝑣𝑖,𝜑=0 である．初期状態では

エージェントは一様乱数に従って価値を選択する．

また，2 人のエージェント𝑖, 𝑗の𝜑番目の価値に対し

て，𝑣𝑖,𝜑=1 かつ𝑣𝑗,𝜑=1 を満たす価値を共有価値と呼

び，その集合を𝑆(𝑖, 𝑗)とする．また，𝑣𝑖,𝜑=1 かつ𝑣𝑗,𝜑=0

を満たす価値を非共有価値と呼び，その集合𝑇𝑖(𝑗)と

する．ここで，エージェントが相互作用を行う際，

エージェント集合𝑁から 2 人のエージェントをラン

ダムに選ぶものとし，一方を活動エージェント act，

もう一方を対象エージェント obj と呼ぶ． 

 

2.1 同調行動 

2人のエージェントが近い(共有価値がある程度多

い)ならば，活動エージェント act は，[共有価値

数]/[act の選択価値数]で計算される確率で同調行動

とよばれる行動を起こす．同調行動では，集合

𝑇obj(act)が空でないならば，一つの価値𝜑 ∈ 𝑇obj(act)

を任意に選択し，𝑣act,𝜑=1(=𝑣obj,𝜑)に置き換える． 

 

2.2 排除行動 

2 人のエージェントの共有価値が少なく同調行動

を起こさない場合において，act と obj の共有価値数

が actと objの前に相互作用した obj'との共有価値数
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より小さければ排除行動とよばれる行動を起こす．

排除行動では，共有価値集合𝑆(act, obj)が空でないな

らば，一つの価値𝜑 ∈ 𝑆(act, obj)を任意に選択し，

𝑣obj,𝜑=0 とする． 

 

3. 口コミモデル 

本研究では，シミュレーション後最終的に他者と

価値を共有できていないエージェントが孤立する過

程をアニメーションで直感的に把握できるようにす

る．この可視化を行うに当たって，先行研究である

前田らのモデルに対して口コミモデル(4)の考え方を

導入する．口コミ情報に基づいた相互作用の発生，

行動の選択は，より現実的な人工学級のひとつのモ

デルであると考えられる．口コミ情報の導入により，

評価の善し悪しの情報が伝播し，他のエージェント

からの評価が組織化に影響を与えるようになる．口

コミ情報量の点で相互作用を制御するため，アニメ

ーション可視化を実現するばかりでなく，孤立が創

発される組織化過程の分析を容易にできる．  

 

3.1 手続き 

個々のエージェントに対して口コミ情報の影響を

考慮した提案モデルでは，前田らの基本モデルに 6

種類の手続きが追加されている． 

1 点目は，評判集合の導入である．これは，口コミ

情報を表現するためのパラメータである．これによ

り，あるエージェントから見たときの他の全エージ

ェントの評価が分かるようになっている．2 点目は，

類似度の導入である．本研究において，類似度の計

算方法はハミング距離を採用する．act，obj の価値

集合をハミング距離で考え，その距離が近いほど評

価を高くする．3 点目は口コミ情報の導入である．

口コミ情報には 2種類あり，良い口コミ情報と悪い

口コミ情報がある．本研究では，10％の確率で最大

評価の口コミまたは最低評価の口コミが起こるよう

にしている(図 1参照)．4点目は，エージェントの積

極性を表す受容度の導入である．受容度とは，どの

程度評価が低い他エージェントに近付くことができ

るかを表したものである．例えば，あるエージェン

トの受容度より評価が小さいエージェントには近付

きにくく，逆は近付きやすくなる．5 点目は，エージ

ェントの移動の導入である．エージェントの移動方

法は， 評価が一番高い人に一定確率で近付き，それ

以外はランダムの方向に移動する．6 点目は視野の

導入である．視野に基づいて obj が選択される．こ

の視野に含まれるエージェントをランダムに選択し

相互作用の有無を決定する． 

 

3.2 実験結果 

シミュレーションでは，エージェント 40 人生成

し，前田らのモデルと同様，相互作用回数が収束す

るまで行った．実験結果の一例を図 2 に示す．図 2

において，青色で表されているエージェントは孤立

しているエージェントである．本モデルでは，評価

が一番高い人に近付きやすくなっている．よって，

視野の中に入る，つまり，obj として選ばれるエージ

ェントは，評価が高い人が選ばれやすくなっている．

そのため，obj が選択される処理は，従来のモデルと

比較してより現実的になっていると考えられる．実

験結果の詳細については，当日発表で示す． 

 

4. おわりに 

本研究では，前田らの基本モデルに対して口コミ

モデルの考えを導入し，エージェント個々の組織化

過程のアニメーションでの可視化を試みた．提案モ

デルを用いてエージェントの組織化過程を表現し，

孤立エージェントが生成される過程を直感的に把握

できるようにした． 
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図 1 口コミ情報の評価処理 

図 2 相互作用回数の相違 
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